

















て1/2国庫負担で実施 した事業である。 この時期 ,
SCの配置が進められ,2000年度までよりもSC事
業が拡大 してきてお り,地域や連携 というキーワー
ドを題 目に挙げている研究がなされ′るようになっ
た。地域との関わりや連携の必要性が認められる



































していくことだけでなく,学校 とい う “場"にお
けるSCの経験を丁寧に分析 していく質的な研究
が求められるといえる。






























い う “場"において,何を感 じながらどのような
経験をしているのかとい うことを意識 してお聞き
した。














1 学校という “場"の捉え方一経験のベク ト











置一 学校 とい う “空間"において,その空間に
魅力を感 じさせる引力が働き,“空間"に引き込
























感 じていたc学校という “場"での経験を通 して,
現在から過去を意味づけた り,未来を予期 した り
しながら,“自己"を認識 していることが明らか
になったと言える。つまり,学校 とい う `(場"の
経験は,“自分 らしさ"の追求 となる経験でもあ
るのではないかと考えられる。
臨床心理学的な意義
本研究では,現象学的アプローチを用いて,語り
を」^寧に分析 していくことによって,4つのテーマ
やそのテーマと共に広がる地平や普遍性が浮かび
上がってきた。 このテーマや地平,普遍性によっ
て,研究協力者がどのような世界に存在 している
のかナ[[解することができ,“ベク トル"や“空間"
とい う視点を手がか りにすることで,研究協力者
の世界や経験の意味を捉えることができたと言え
るc、 本研究で浮かび上がってきたテーマは,SCだ
けではなく,心理職に対する理解を深めるための
一助になるのではないかと考える。また,SCの存
在する世界に対する理解は,よりよい “連携"や
“協働"の検討を行 う際の一助になるのではない
かとも考えられる.´、
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